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【共通】 

１．育児介護勤務Ｂを選択する社員が増えており、９時～１７時の単発日勤を運転士は２日勤、車掌は１日勤とすること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運転士】 

１．車両運用を変更し、平日３７４行路の２４１６Ｇ及び休日２４１４ＧのＹ線引き上げを解消すること。 

回 答：列車ダイヤの設定は、お客さまのご利用状況や車両運用、設備条件等を考慮して作成している。 
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２．平日３５８行路の出勤時間及び拘束時間を短縮するために、１５７８Ｇを緑出区から青出区とすること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、乗務割交番作成規程に基づき行路を作成している。 

 

 

 

 

 

３．平日３５４行路、５０４Ｇ大崎駅出区からの１周半継続乗務を解消すること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

【車掌】 

１．平日２５９行路明け場面の朝における食事を目的とした乗務の中断を拡大すること。 

回 答：乗務割交番作成規程に基づき行路を作成している。 

 

 

 

 
 

 

 
 

２．２１３行路を休日にも設定すること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

2 0 2 1 . 1 1 . 5 

107 
  

 

３．大崎運輸区泊の平平２６２行路・平平２６４行路・平平２６５行路の睡眠を目的とした乗務の中断を拡大    

すること。 

回 答：乗務割交番作成規程に基づき行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４．平日２１４行路・２１５行路の退勤時間を早くすること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 
５．休平の泊行路についての乗務は最大９周とすること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 
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６．平日８２８Ｇ・９１８Ｇについては渋谷駅で２ポツを設け、大崎駅で先行列車に追いつかないようにすること。 

回 答：列車ダイヤの設定は、お客さまのご利用状況や車両運用、設備条件等を考慮して作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設備】 

１．大崎駅内回りホーム品川方に乗務員専用のトイレを設置すること。 

回 答：大崎駅内回りホーム品川方にトイレを設置する計画はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

誰もが不安なく安全に乗務できる 

労働環境を職場からつくり出そう！ 


